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国際女性デー（３月８日）とは…
　1857年にニューヨークで起きた工場火災で
多くの女性たちが亡くなったことに端を発し、
低賃金・長時間労働に抗議する集会が3月8日
に開かれました。その後、女性に対する差別
撤廃や社会への平等参加、環境整備に貢献
する日として位置付けられるようになり、国際
女性年である1975年以来、国連の「国際女性
デー」と定められました。賃金・労働条件の向
上を表す「パン」と女性の尊厳・人権を表す「バ
ラ」をシンボルに、世界中で女性たちが行動を
展開しています。

一人ひとりの力を一つに結集！交通運輸労働者の生活と雇用を
守る原点に返った闘いを！

　

3
月
8
日
、
交
運
労
協
と
連
合

「
交
通
・
運
輸
」
部
門
連
絡
会
の
共
催

で
、
2
0
1
3
春
季
生
活
闘
争
勝
利

3
･
8
総
決
起
集
会
が
開
催
さ
れ

た
。
集
会
に
は
各
構
成
組
織
か
ら

4
0
0
名
の
組
合
員
が
結
集
し
、
Ｊ

Ｒ
総
連
か
ら
は
45
名
が
参
加
し
た
。

　

藤
井
議
長
は
あ
い
さ
つ
で
、
ま

ず
、
組
合
員
の
生
活
と
雇
用
を
守
る

闘
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
に
向
け
て
交
運
労
協
が
先
頭
に

立
ち
奮
闘
す
る
決
意
を
述
べ
た
。
そ

れ
と
と
も
に
、
交
通
基
本
法
を
は
じ

め
と
し
た
政
策
制
度
要
求
の
実
現
を

め
ざ
す
取
り
組
み
と
闘
い
を
展
開
す

る
と
し
た
。
そ
の
上
で
、今
春
闘
は
、

総
力
を
結
集
し
奮
闘
し
て
い
る
こ
と

を
示
す
こ
と
で
、
全
国
民
に
勇
気
と

元
気
を
も
た
ら
し
、
生
活
改
善
要
求

の
春
季
生
活
闘
争
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
訴
え
た
。

　

続
く
、
南
雲
連
合
事
務
局
長
は
、

未
組
織
・
パ
ー
ト
労
働
者
を
含
む
す

べ
て
の
働
く
者
と
そ
の
家
族
の
幸
せ

に
向
け
て
、
一
人
一
人
の
力
を
結
集

し
よ
う
と
呼
び
か
け
た
。

　

そ
の
後
、
2
0
1
3
年
政
策
・
制

度
要
求
の
報
告
を
行
い
、
参
加
組
合

を
代
表
し
て
、
私
鉄
総
連
、
運
輸
労

連
、
航
空
連
合
、
サ
ー
ビ
ス
連
合
が

決
意
表
明
を
行
っ
た
。

　

2
0
1
3
春
季
生
活
闘
争
の
ヤ
マ

場
を
目
前
に
控
え
た
3
月
6
日
、
連

合
は
「
2
0
1
3
春
季
生
活
闘
争
・

政
策
制
度
要
求
実
現
3
･
6
中
央
集

会
」
を
東
京
・
日
比
谷
公
会
堂
で
開

催
し
た
。
2
0
0
0
人
を
超
え
る
組

合
員
が
結
集
し
、
Ｊ
Ｒ
総
連
も
在
京

単
組
を
中
心
に
48
名
が
参
加
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し

た
古
賀
会
長
は
、
ま
ず
、
働
く
者
が

安
心
し
て
消
費
を
拡
大
で
き
る
政
策

を
推
進
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
経
済
再

生
の
王
道
で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
し

て
、
今
闘
争
よ
り
非
正
規
共
闘
に
す

べ
て
の
構
成
組
織
が
参
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
最
大
の
ヤ
マ
場
で
あ
る

13
、
14
日
に
、
先
行
す
る
組
合
が
社

会
的
責
任
を
果
た
す
た
め
に
、
ギ
リ

ギ
リ
の
努
力
を
行
っ
て
回
答
を
引
き

出
し
、
そ
の
結
果
を
中
小
共
闘
、
非

正
規
共
闘
に
繋
げ
て
い
こ
う
と
呼
び

か
け
た
。

　

さ
ら
に
、
連
合
政
策
委
員
会
の
決

意
表
明
と
自
治
労
町
田
市
図
書
館
嘱

託
員
労
働
組
合
か
ら
本
集
会
の
前
段

で
開
催
さ
れ
た
「
非
正
規
・
パ
ー
ト

も
が
ん
ば
る
！
交
流
集
会
」
の
報
告

と
非
正
規
労
働
者
の
処
遇
改
善
に
取

り
組
む
決
意
表
明
が
あ
っ
た
。

　

集
会
後
、
参
加
者
は
銀
座
へ
の
デ

モ
行
進
で
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
た
。

男
女
間
の
賃
金
格
差

是
正
な
ど
訴
え
る

　

女
性
の
政
治
的
自
由
と
平
等
の
た
め
に

行
動
す
る
、
連
合
3
・
8
国
際
女
性
デ
ー

全
国
統
一
行
動
を
、
Ｊ
Ｒ
総
連
も
連
合
の

仲
間
と
と
も
に
取
り
組
ん
だ
。

　

花
束
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
の
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
配
布
す
る
街
頭
宣
伝
行
動
の
後
、

中
央
集
会
に
も
参
加
し
た
。
Ｊ
Ｒ
総
連
は

男
女
平
等
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
今
後

も
運
動
を
進
め
て
い
く
。

 

各
単
組・地
協
で創

意
工
夫
の
取
り
組
み
！　 

　

春
闘
の
山
場
を
前
に
し
て
、
各
単

組
・
地
協
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
創
意
工

夫
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

地
協
で
は
学
習
会
や
総
決
起
集
会

を
開
催
し
、
学
習
や
他
の
単
組
と
の

情
報
交
換
と
と
も
に
、
と
も
に
闘
う

意
志
統
一
を
行
っ
て
い
る
。

　

単
組
で
は
、
交
渉
に
取
り
組
む
仲

間
を
激
励
す
る
た
め
に
檄
布
行
動

を
取
り
組
ん
だ
り
、
各
職
場
か
ら

フ
ァ
ッ
ク
ス
行
動
な
ど
を
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
総
連
は
他
産
別
や
単

組
・
労
連
へ
の
激
励
行
動
な
ど
に
参

加
し
な
が
ら
、
現
場
の
苦
闘
と
連
帯

す
る
た
め
活
動
し
て
い
る
。

　

統
一
要
求
・
統
一
闘
争
を
掲
げ
た

Ｊ
Ｒ
春
闘
を
、
全
組
織
一
丸
と
な
っ

て
闘
い
抜
こ
う
！

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
2
月
22
日
、
目
黒
さ
つ
き
会

館
で
、
2
0
1
3
春
闘
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　

武
井
委
員
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
の
後
、
出

村
書
記
長
か
ら
Ｊ
Ｒ
春
闘
の
方
針
提
起
が
行
わ

れ
た
。

　

今
春
闘
は
2
月
1
日
の
第
35
回
定
期
中
央

委
員
会
で
確
認
さ
れ
た
と
お
り
、
統
一
ベ
ア

2
0
0
0
円
を
掲
げ
て
闘
う
。
そ
の
基
本
的
な

考
え
方
と
、
具
体
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
提
起

し
た
。

　

そ
の
後
、
城
南
信
用
金
庫
の
吉
原
毅
理
事
長

か
ら
「
経
済
情
勢
と
脱
原
発
に
つ
い
て
」
と
題

す
る
講
演
を
受
け
た
。
吉
原
理
事
長
は
、
金
融

機
関
と
い
う
立
場
か
ら
、「
お
金
」
の
機
能
と

そ
の
こ
と
が
も
た
ら
し
た
弊
害
を
分
か
り
や
す

く
説
明
し
た
。
さ
ら
に
、
同
じ
立
場
か
ら
、
原

発
が
経
済
的
に
も
有
害
で
あ
る
こ
と
を
丁
寧
に

説
明
し
て
い
た
だ
き
、
私
た
ち
も
み
ず
か
ら
が

掲
げ
た
脱
原
発
の
方
針
の
正
し
さ
を
再
認
識
し
、

そ
の
意
志
を
新
た
に
し
た
。

　

講
演
の
後
、
単
組
、
5
連
協
、
労
連
の
代
表

か
ら
現
状
の
報
告
と
決
意
表
明
を
受
け
、
全
体

で
2
0
1
3
Ｊ
Ｒ
春
闘
を
闘
う
決
意
を
打
ち
固

め
た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
3
月
9
日
、
田
町
交

通
ビ
ル
に
お
い
て
、
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
災
害
か
ら
組
合
員
と
乗
客
の
命
を

守
る
た
め
に
」
を
開
催
し
た
。
会
場
に

は
、
組
合
員
を
は
じ
め
、
交
運
労
協
、

国
会
議
員
、
省
庁
や
他
産
別
の
仲
間
な

ど
2
6
0
人
以
上
が
つ
め
か
け
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
昨
年
9

月
に
発
足
し
た
Ｊ
Ｒ
総
連
政
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
こ
の
間
検
討
を
続
け
て
い

た
「
私
た
ち
の
交
通
政
策
」
と
「
災
害

か
ら
組
合
員
と
乗
客
の
命
を
守
る
た
め

に
」
の
二
つ
の
討
議
資
料
の
中
間
報
告

と
、
各
単
組
の
闘
い
の
報
告
、
そ
し
て

被
災
地
の
状
況
を
共
有
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
東
海

林
政
策
部
長
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告

を
行
っ
た
後
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
組
か
ら

は
「
5・
27
事
故
以
降
の
安
全
確
立
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
」、
Ｊ
Ｒ
東

労
組
大
崎
運
輸
区
分
会
か
ら
は
「
災
害

か
ら
命
を
守
り
、
よ
り
安
全
な
乗
務
員

職
場
の
確
立
」
と
題
し
、
そ
れ
ぞ
れ
職

場
に
立
脚
し
、
自
ら
の
手
と
足
で
安
全

対
策
や
災
害
時
の
対
策
を
模
索
す
る
た

た
か
い
が
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
群
馬
大
学
大
学
院
の
片
田

敏
孝
教
授
か
ら
「
想
定
を
超
え
る
災
害

に
ど
う
備
え
る
か　

大
津
波
か
ら
生
き

抜
い
た
釜
石
市
の
子
ど
も
た
ち
に
学

ぶ
」
と
題
す
る
特
別
講
演
を
受
け
た
。

　

片
田
教
授
は
、
災
害
に
備
え
る
主
体

性
を
醸
成
す
る
「
姿
勢
の
防
災
教
育
」

の
重
要
性
を
、
想
定
外
の
大
津
波
を
生

き
残
っ
た
釜
石
市
の
子
ど
も
た
ち
の
実

際
の
行
動
か
ら
丁
寧
に
説
明
し
た
。
さ

ら
に
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
組
、
Ｊ
Ｒ
東
労

組
の
報
告
を
受
け
た
上
で
、
労
働
組
合

と
し
て
従
来
よ
り
も
踏
み
込
ん
だ
、
現

実
的
な
対
策
が
重
要
で
あ
る
と
提
起
さ

れ
た
。
こ
の
提
起
に
、
会
場
の
組
合
員

は
責
任
の
重
さ
を
実
感
し
た
。

　

政
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
今
後
被
災

地
の
現
地
踏
査
な
ど
を
経
て
、
6
月
の

定
期
大
会
で
最
終
報
告
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
得

た
成
果
と
課
題
を
さ
ら
に
活
か
し
て
、

災
害
か
ら
組
合
員
と
乗
客
の
命
を
守
る

た
め
の
具
体
的
で
主
体
的
な
提
言
を
完

成
さ
せ
た
い
と
し
て
い
る
。

2013 JR春闘を統一要求・統一闘争で闘い抜こう!
２
０
１
３
Ｊ
Ｒ
春
闘
の
闘
う
意
志
を
打
ち
固
め
る
！

２
０
１
３
春
闘
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

災
害
か
ら
組
合
員
と
乗
客
の
命
を
守
る
た
め
に
！

政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
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